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備考欄に記載

学習目標

主な学習内容

評価の観点・
基準

評価の方法

学期

３学期

備考
・講座の特色
・履修条件
・注意事項
          等

　１年次で学習した「簿記」に特有な考え方をもとに、財務諸表の作成、活用するための素養を身
につけ、企業の簿記を理解していく。

「個人企業における特殊な取引」「企業会計制度の基礎」「財務諸表の作成・活用」について学習
する。「簿記」や「財務会計」の学習は、単に教科書を読んで理解するだけでは十分ではないの
で、記帳練習や問題演習を繰り返しおこない、知識・技能の定着を図る。

「関心・意欲・態度」…授業で扱う課題に対する積極性や、学習内容から深く学ぼうとする態度
「思考・判断・表現」…副教材を用いた課題及び報告書に対する取組課程を評価
「技能」…副教材を用いた課題及び報告書に対する取組み課程を評価
「知識・理解」…小テストや定期考査による評価
以上を総合的に評価する。

「関心・意欲・態度」… 企業会計の意味・役割や制度、財務会計の機能、B/S・P/Lの作成、B/S・
P/Lからの情報を活用することなどに関心を持ち、財務会計の学習に主体的に取り組む。また、
提示された課題に対して主体的に取り組む態度をもっている。
「思考・判断・表現」…企業会計に関する問題の解決を目指して、自ら思考を深め、基礎・基本的
な知識と技術を活用し、適切に判断し表現する能力を身に付けている。また、実際の報告書をも
とに、自ら課題を見つけ、思考・判断し、分析結果を全体に向けて表現することができる。
「技能」…・・会計の基礎・基本的な考え方と技術を身につけ、会計情報を適切に処理し、活用す
る能力を身に付けている。また、実際のデータをもとに、自ら報告書を作成することができる。
「知識・理解」…・会計の基礎・基本的な考え方と技術、B/S・P/Lの作成、そのB/S・P/Lの活用を
理解している。

使用する副教材
・反復式 学習と検定会計問題集(実教出版)
・全商簿記 パーフェクトナビ模擬問題集（ＴＡＣ出版）
「全商簿記検定２級」取得を目指し、その後「全商簿記検定1級会計」を学習する。

２学期

特殊仕訳帳
５伝票
中間考査

株式の発行
利益処分と損失処理
社債の発行
株式会社における税金
期末考査

財務会計の基礎
貸借対照表のあらまし
流動資産・固定資産・流動負債・固定負債・純資産
期末考査

内容

１学期

特殊な商品売買①（割賦販売［販売基準］・未着品・委託販売）
特殊な手形取引（不渡手形・自己受為替手形・荷為替）
中間考査

本支店会計
期末考査


